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S含量が約30wt%のSB試料は， B ブロックのみを溶解する n ーテトラデカン (C 14と略す)中では球









2) 系内の C 14をホモポリブタジエン (hB) と置き換えると，巨大格子は乱れ，系は塑性を失った。乙







SB/hB混合系の示した遅い緩和の特'性時間τpのSB含量 C ， B ブロック， hBの分子量MbB' M加に対
する依存性は隣接ミセル同士が重なり合うか否かで大きく変化した。充分な重なりがある時は， τpはC ，
MbB IC::強く依存したがMhB IC::は依存せず，一方，重なりが存在しない時は遅い緩和はMhB がからみ合い
点間分子量以上の時のみ観察され， rpはCK依存しなかった。管模型に立脚した解析に依り，重なりが























を補償しようとする osrnotic cornpressibility と一端をポリスチレン核上K固定されたポリブタジエン
ブロック鎖の『形態エントロピ一変化』の競合によると言うアイデアに基ずいて統計力学理論を展開し，
格子構造の持つ弾性率を計算するなど，その分子論的な機構を明らかにした。その結果に基ずいて，系
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が示すであろういくつかの特異なレオロジー的および構造的な挙動を予想し かっ，それを実験的に証
明することにも成功した。
渡遁君の研究は未知の分野であった高次構造を持つ液体，特に，ブロック共重合体ミセル系のような
特異な相互作用の働く系の構造とレオロジー的挙動の転移現象の本性を解明するとともに，そのレオロ
ジーと構造の関係を分子特性との関連において理解する上で重要な貢献をしたもので，理学博士の論文
として十分価値あるものと認める。
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